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1. はじめに

2(引⽤)国⼟交通省中国地⽅整備局，気象庁，weathernews，⽇本気象協会

広島県安芸郡坂町（国道31号）⼟砂災害

• 2018年6⽉28⽇から7⽉8⽇にかけて，⻄⽇本を中⼼に⼤⾬
• 72時間降⽔量︓広島444mm，呉465mm，愛媛県松⼭360.5mm
• 死者224名，⾏⽅不明者8名，負傷者459名
• 広島・岡⼭県内では，広域的に道路・交通インフラが被災．

平成30年7⽉豪⾬災害

平成30年7⽉豪⾬時の⾬雲の様⼦



• 近年の激甚化した豪⾬災害により，⼟砂崩れ等が発⽣．
• ⼟砂崩れ・降⾬⽔量超過により、道路⼨断が度々発⽣．
• 道路⼨断状況を把握し、機能⽀障を評価することで，今後同様の
災害における道路復旧の優先順位付け等の参考となるのでは︖
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表 1960年以降の主な豪⾬災害

1. はじめに

発⽣年⽉ 災害
2018.6.28-7.8 平成30年7⽉豪⾬（⻄⽇本）
2017.6.30-7.10 平成29年7⽉九州北部豪⾬
2015.9.7-11 平成27年7⽉関東・東北豪⾬
2014.7.30-8.20 平成26年8⽉豪⾬（四国，中国等）
2012.7.11-14 平成24年九州北部豪⾬
2011.8.30-9.5 台⾵12号による豪⾬ (引⽤)気象庁︓災害をもた

らした気象事例



2. 既往研究・事例のレビュー
(1)⾵⽔害による道路⽀障評価に関して
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⽂献 対象災害 内容

⾦ら
(2013)

東北地⽅太平洋
沖地震津波

⾃然情報，災害情報，モビリティ情報を結合したデータベー
スを作成し，災害を再現し，避難シミュレーションを実施．

早川・塩⾒
(2016)

台⾵18号 プローブデータを⽤いて，通常時と災害時の交通状況を⽐
較分析．

伊藤・庄司
(2018)

南海トラフ巨⼤地
震津波

津波災害時の道路ネットワークの機能⽀障の評価⽅法を平
⾯道路と橋梁の物理的な被害をもとに，提案．

有村・浅⽥
(2018)

台⾵10号 交通ビッグデータである「モバイル空間統計」・「混雑統計」を
⽤い，交通⾏動の変化を分析．

⼒⽯ら
(2019)

平成30年7⽉豪
⾬

複数の交通パッシブデータ（ETC，⾞両感知）を⽤いて，
旅⾏時間の変動を分析．

Liu・Shoji
(2020)

南海トラフ巨⼤地
震津波

道路ネットワークの信頼性指標と浸⽔深データを⽤いて，津
波による橋梁への物理的被害を明らかにしている．

u避難の⾯から影響を分析した研究
u交通の⾯から影響を分析した研究
u構造物の物理的被害から影響を分析した研究



2. 既往研究・事例のレビュー
(2)道路⼨断による影響の分析・評価⼿法に関して
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⽂献 対象 内容
⾼橋・藤井(1997) 雲仙普賢岳噴⽕ ⽕⼭災害による交通の途絶が与える影響を調査
⾼橋ら(2004) 有珠⼭噴⽕ 有珠⼭噴⽕による道路途絶の影響を交通⾏動の変化から算定

⽂献 対象 内容
近藤ら(2010) 東南海・南海地震 応急・緊急対策費と，代替交通による交通費を調査．
三室ら(2011) 東北地⽅太平洋沖地震 旅⾏時間費⽤増⼤による損失と，交通⾏動中⽌による機会損

失を分析．
豊⽥・庄司(2011) 東北地⽅太平洋沖地震，

⾸都直下地震
電⼒システムのうち，電柱の復旧に着⽬し影響を分析．

能島・加藤(2013) 東北地⽅太平洋沖地震，
阪神・淡路⼤震災

⾼速道路機能網の⽇交通量から機能を分析．

⿃澤ら(2014) 東北地⽅太平洋沖地震 道路網の機能⽀障によるサプライチェーンへの影響評価⼿法を構
築．

加藤ら(2016) 熊本地震 Google Earthから通⾏⾞両の変化を⽬視で分析．
⼤澤ら(2017) 熊本地震 被災者の移動⽬的に対するアクセシビリティ指標に着⽬して分析．
太⽥・佐藤(2019) 南海トラフ地震，豪⾬ 道路途絶，復旧が地域経済に与える影響を分析．

⽕⼭災害を対象とし，道路⼨断の影響を分析した研究

地震災害を対象とし，道路⼨断の影響を分析した研究

u経済の⾯から影響を分析した研究
u交通の⾯から影響を分析した研究

u構造物の物理的被害から影響を分析した研究



n交通そのものの影響を測る研究は多いが、交通途絶
による影響を取り扱った研究は少ない.

n道路⼨断による広域移動への影響を取り扱った研究
は少ない．

n道路の被害を量的に把握し，道路ネットワークの機
能⽀障の調査．

n⾼速道路・直轄道路・補助国道の被害状況を把握．
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2. 既往研究・事例のレビュー
(3)本研究の位置付け及び⽬的



3. 分析対象

• ⻄⽇本を中⼼に記録的
⼤⾬
• 洪⽔氾濫や⼟⽯流が複
合的に発⽣（相乗型
豪⾬災害）
• 広島県，岡⼭県内では
広域的に道路インフラが
⼨断．
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(1)対象とする災害︓“平成30年7⽉豪⾬災害”

(引⽤)国⼟交通省中国地⽅整備局
⼭陽⾃動⾞道被災︓広島県東広島市
(⾼屋IC.JCT付近)



3. 分析対象
(2)分析に⽤いるデータ
道路⼨断情報
• 国⼟交通省︓「平成30年7⽉豪⾬による被害状況等につい
て」(第1~52報)
• 内閣府︓「平成30年7⽉台⾵及び前線等による被害状況等
について」，「平成30年7⽉豪⾬による被害状況等について」
(平成30年7⽉4⽇14:00-平成31年1⽉9⽇17︓00)

GISデータ各種
• 基盤地図情報
• 国⼟数値情報
• 道路中⼼線2020
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分析の視座
• ⾼速道路や幹線道路の影響を把握することで，広
域道路ネットワークへの影響を俯瞰．
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①時間・要因・距離について道路⼨断情報を抽出
②①から得た道路⼨断状況をGISで空間情報化する
③①から得た情報を量的に調査
④道路⼨断の状況及び影響を考察

具体的⼿順

4. 分析⽅法
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5.分析結果1)要因との関係分析 a)要因毎の道路⼨断距離
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「⼟砂崩れ」と「道路損傷」の差は
10kmほどで近い値

「道路損傷」が「⼟砂崩れ」に付帯して
発⽣する現象であるためか

冠⽔による道路⼨断距離は⽐較的⼩
さいものの30〜40kmほどの差しかない

⼨断された道路が直轄国道で少ない
が，その影響範囲は⽐較的広いためと
考えられる

要因毎の道路⼨断距離（詳細）

要因毎の道路⼨断距離
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5.分析結果
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「⼟砂崩れ」と「道路損傷」の復旧時間は
「冠⽔」の復旧時間のおよそ16倍

「冠⽔」は排⽔するだけ
⼟砂撤去や道路復旧は広範囲かつ時間
を要する

要因毎の1㎞あたりの復旧時間は「⼟砂
崩れ」と「道路損傷」は概ね同じ

「道路損傷」が「⼟砂崩れ」に付帯して発
⽣する現象である為と推察される

b)要因毎の道路⼨断時間1)要因との関係分析
要因毎の道路⼨断時間（詳細）

要因毎の1㎞あたりの復旧時間
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5.分析結果 2)道路復旧の空間的推移
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5.分析結果 2)道路復旧の空間的推移
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5.分析結果 2)道路復旧の空間的推移
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5.分析結果 2)道路復旧の空間的推移
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2)道路復旧の時間的推移 その①
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5.分析結果

広島県内の⾼速道路は復旧が早かった

緊急⾞両輸送路の確保が必要だった︖

岡⼭県内の⾼速道路は復旧が段階的であった

広域移動に必須な⾼速道路を優先的に復旧
していった
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2)道路復旧の時間的推移 その②
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5.分析結果

広島県内の補助国道については，道路⼨断のタ
イミングは他道路と⽐較して同時期だが、最⼤値の
⽇時は他と異なった

降⾬量データとの相互参照により原因究明が必要

広島県，岡⼭県内ともに，直轄・補助国道共
に，ほぼ同時期の復旧となっていることが明らか
となった

管理者が国交省で統⼀されており，復旧速度
も同様のものとなったのではないか



6.まとめ 〜道路⼨断後の復旧活動に関して抽出された課題〜

• ⾼速道路に関しては，⼨断されてしまっては，広域的に地域
横断していることから，⽣じる影響が甚⼤なものとなってしまい，
⼀次災害のみならず，⼆次災害をも引き起こす可能性が考
えられる．

• 緊急輸送道路としての役割を担う⾼速道路は激甚化する災
害にも耐え得る強靭且つレジリエンス性の⾼い道路として，地
域住⺠，関係者等に通常時と同等のサービスを提供し続け
なければならない．他⽅，直轄国道，補助国道も同様であ
る．
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